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コイルによる電磁駆動回路
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［出願経緯］

スイッチング電源は，小型，高効率という特徴を発揮して民生機器や産業機器への利用が進んでい

ますが，急速な普及に伴い，電磁環境への悪影響が社会問題化し，世界的に法規制化が進められてい

ます。

そこで，規制に対応したスイッチング電源の研究を進めた結果，頻繁に断続を繰り返すコイルによ

る電磁駆動回路における電磁応答特性を改善し，動作を安定させられる回路の発明に至りました。

［回路の特徴］

コイルに直流電圧が加わると，コイル内を流れる電流は

， 。瞬時に上昇せず ある時間経ってから一定電流に達します

電流と比例関係にある磁界の強さも電流と同様になり，

電磁スイッチ，電磁弁，モータなど電磁駆動回路において

は，動作時間が遅くなったり，動作が不確実になります。

本回路は加えられたステップ電圧に比例した電流をコイ

ルに流すため，コイルに蓄えられた電磁エネルギーを回生

して得られた昇圧直流電圧を次の直流電圧に加算してコイ

ルの電流改善をおこなう回路を提供します。

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ回路がONになった瞬間に，直流
電源と並列なｺﾝﾃﾞﾝｻ（＝小容量電源）に
蓄えられた電荷が放出され，一時的に高
電圧が発生する。
　ｺﾝﾃﾞﾝｻへの充電は，ｽｲｯﾁﾝｸﾞ回路が
OFFになったときに行う。

ｺﾝﾃﾞﾝｻ

特許出願回路

電流が十分流れ，
応答性が向上する

特許出願回路の波形

電流が十分に流れない

従来回路の波形

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ速度を
早くすると・・
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